
                   

 

 

 
桜
で
結
ぶ
心
と
心 

下
大
野
部
落 

記
念
植
樹 

下
大
野
地
区
で
は
今
年
度
、
三
人
の
子
供
達
が

小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
の
中
、

実
に
六
年
ぶ
り
の
一
年
生
。
「
部
落
上
げ
て
、
お

祝
い
を
し
て
は
」
と
有
志
の
方
々
か
ら
声
が
上 

     

が
り
、
「
何
か
記
念
と
し
て
残
せ
る
物
は
な
い
だ

ろ
う
か
」
と
思
案
。
そ
こ
で
「
桜
の
木
を
植
え
て

は
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
四
月
十
一
日
（
日
）
、

有
志
十
人
（
保
護
者
も
含
む
）
と
一
年
生
三
人
、

現
小
学
生
の
高
田
将
起
君
、
兄
の
高
田
勝
起
君
も

参
加
し
、
午
前
九
時
か
ら
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

植
樹
場
所
は
「
子
供
達
の
為
に
な
る
こ
と
な

ら
」
と
渡
辺
幸
子
さ
ん
が
所
有
地
を
快
く
提
供
。

土
を
き
れ
い
に
な
ら
し
、
有
志
の
方
々
に
植
え
方

を
教
え
て
貰
い
な
が
ら
、
み
ん
な
で
畑
に
四
本
の

桜
と
あ
ん
ず
の
苗
木
を
植
え
付
け
ま
し
た
。
子
供 

      

 

   

平成 22 年

三
島
公
民
館
だ
よ
り 

達
が
将
来
、
大
人
に
な
っ
た
時
、
桜
の
木
は
大
き

く
成
長
し
地
域
や
成
人
に
な
っ
た
子
供
達
を
や

さ
し
く
見
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

  

 

 

 

ご
と
う 

あ
い
と 

  

み
ん
な
で
う
え
た
の
で
、
た
の
し
か
っ
た
で
す
。

ぼ
く
と
さ
く
ら
と
、
ど
っ
ち
が
は
や
く
お
お
き
く

な
る
か
た
の
し
み
で
す
。
ど
れ
ぐ
ら
い
し
た
ら
、

さ
く
ら
の
は
な
が
さ
く
の
か
な
。 

 

じ
ょ
う
こ
う 

け
い
た 

  

さ
く
ら
の
は
な
が
い
っ
ぱ
い
さ
い
た
ら
、
み
に

い
き
た
い
で
す
。
ぼ
く
と
さ
く
ら
と
ど
っ
ち
が
は

や
く
お
お
き
く
な
る
の
か
な
。
は
や
く
お
お
き
く

な
あ
れ
！ 

 

せ
い
け 

し
ょ
う
た 

  

つ
ち
を
う
め
る
の
に
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
け

ど
、
み
ん
な
で
ち
か
ら
を
あ
わ
せ
て
で
き
た
の
で

よ
か
っ
た
で
す
。
は
や
く
お
お
き
く
な
っ
て
、
さ

く
ら
の
は
な
が
さ
い
て
ほ
し
い
で
す
。 

作業終了後、笑顔で記念撮影に納まる参加者のみな
さん。何十年後には「桜の木」が下大野部落のシン
ボルになるのでは！ 
 

5月
№93 自分の背丈ほどある、鍬やスコップ

を使って、桜の木を植え、添木をや
さしく苗木の横に「大きく育って
ね。」と心を込めて 

参
加
し
た
三
人
の
一
年
生
か
ら
記
念

植
樹
を
終
え
て
の
感
想
が
届
い
て
い
ま

す
の
で
紹
介
し
ま
す 



  

感
謝
の
心 

い
つ
ま
で
も 

 

三
島
自
治
会
歓
送
迎
会 

  

春
光
う
ら
ら
か
な
四
月
三
日
（
土
）、
公
民
館
に

お
い
て
歓
送
迎
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
会
で
は
自
治
会
か
ら
招
待
を
受
け
た
、
前

地
域
振
興
課
長
の
入
舩
秀
一
さ
ん
と
診
療
所
前
看

護
士
の
高
平
千
代
子
さ
ん
（
退
職
）
他
三
島
小
学
校
、

小
松
保
育
所
の
先
生
方
、
三
島
駐
在
所
長
（
異
動
） 

の
紹
介
を
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

                 

 

可
愛
い
お
客
様
が
来
館 

 

三
島
小
学
校 

二
年
生 

  

四
月
二
十
八
日
（
水
）、
三
好
先
生
率
い
る
二
年

生
（
十
一
人
）
の
元
気
な
ち
び
っ
こ
達
が
公
民
館
の

見
学
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

公
民
館
が
地
域
の
中
で
「
ど
ん
な
役
割
や
仕
事
を

し
て
い
る
か
」
の
説
明
を
す
れ
ば
児
童
達
か
ら
は
次

か
ら
つ
ぎ
へ
と
質
問
攻
め
。
図
書
室
で
の
質
問
で
は
、

あ
る
児
童
が
「
こ
の
本
の
中
で
ど
の
本
が
一
番
難
し

い
本
で
す
か
。」
と
問
い
に
「
そ
の
質
問
が
一
番
難

し
い
質
問
で
す
ね
。」
と
受
け
答
え
に
困
っ
て
し
ま

う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

三
島
の
地
域
や
町
の
探
検
を
通
し
て
、
色
ん
な
人

に
出
会
い
、
会
っ
て
話
を
す
る
中
で
自
分
の
住
む
町

を
知
る
大
切
な
授
業
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

            

  

乗
車
・
下
車
・ 

安
心
・
安
全 

乗
車
・
下
車
・ 

安
心
・
安
全 

  

三
島
診
療
所
前
バ
ス
停 

再
建 

三
島
診
療
所
前
バ
ス
停 

再
建 

   

平
成
二
十
一
年
度
県
単
事
業
の
歩
道
整
備
に
伴

い
、
四
月
下
旬
に
待
避
所
が
新
設
、
待
合
所
が
再
建

さ
れ
ま
し
た
。
三
島
で
も
っ
と
も
交
通
量
の
多
い
交

差
点
に
あ
る
バ
ス
停
な
の
で
、
こ
の
待
避
所
で
、
利

用
者
は
安
心
し
て
バ
ス
の
乗
り
降
り
が
で
き
ま
す
。 

 

平
成
二
十
一
年
度
県
単
事
業
の
歩
道
整
備
に
伴

い
、
四
月
下
旬
に
待
避
所
が
新
設
、
待
合
所
が
再
建

さ
れ
ま
し
た
。
三
島
で
も
っ
と
も
交
通
量
の
多
い
交

差
点
に
あ
る
バ
ス
停
な
の
で
、
こ
の
待
避
所
で
、
利

用
者
は
安
心
し
て
バ
ス
の
乗
り
降
り
が
で
き
ま
す
。 

                                

  

  

お 知 ら せ 

 
 
 
 
 
 
 

 

前 

任 
 
 
 
 
 

後 
任 

三
島
小
教
頭 

 

今
崎 

津
栄 

・ 

今
井 

正
雄 

小
松
保
所
長 

 

藤
中
美
智
江 

・ 

三
浦 

久
世 

駐
在
所
所
長   

前
田 

英
孝 

・ 

中
村 

公
昭 

歓送迎者お１人おひとりからお礼の言葉が熱く
述べられ、列席者からは惜しみない温かい拍手
が送られていました。 

耳
に
し
た
事
は
直
ぐ
に
メ
モ
に
執
る
。
何
で
も

か
ん
で
も
興
味
津
々
の
児
童
達
で
し
た
。 

ＡＥＤは突然の心停止等を
おこし倒れてしまった人の
心臓に、電気ショックを与え
る治療機器です。 

公民館玄関に設置 

ＡＥＤ  
（自動体外式除細動機） 

今までは青信号でバス停にバスが停車
した時は、車は前進できずドライバー
を悩ましていましたが待避所の新設で
解消。また三島小児童が朝・夕と利用
する際も安全が確保されました。 



 
 

   

    

                  

                           

体
育
協
会
の
要
と
し
て 

  

四
年
間
会
長
と
し
て
体
協
を
支
え
て
頂
い
た
、
松
原

さ
ん
の
後
任
に
瀧
谷
さ
ん
が
新
会
長
と
し
て
就
任
。
三

島
の
行
事
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
の
体
育
協
会
。

新
会
長
の
下
、
今
後
も
ご
協
力
・
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
十
八
年
四
月

よ
り
、
程
内
覚
前
会 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

会
長
の
後
を
受
け
、 

   

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

会
長
と
し
て
お
世
話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

に
な
っ
て
参
り
ま
し 

た
が
、
今
期
限
り
で
退
任
と
な
り
ま
し
た
。
先
輩
方

の
創
ら
れ
た
道
を
辿
る
事
で
精
一
杯
の
四
年
間
で

し
た
が
、
地
区
の
皆
さ
ん
や
体
協
役
員
の
方
々
に
支

え
て
頂
い
て
任
期
を
務
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
本

当
に
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
島
地
区
で
は
体

協
活
動
が
盛
ん
で
、 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た 

 

           
            

 

交
流
が
深
い
地
域
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
様 

な
歴
史
あ
る
、
体
育
協
会
の
会
長
を
お
受
け
す
る
に 

あ
た
り
、
不
安
と
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
若
輩 

で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
関
係
役
員
の
方
々
や
地
域
の 

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
少
し
で
も
交
流
が 

更
に
深
ま
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

1 年間お世話になります 
【 自主防災対策連絡協議会 】

三島の組織として中心となる、自治会・町有林管理組合・自主防災

対策連絡協議会の役員が4月14日に開催された自治会総代会で決定。

更に各部落の区長さんが決まりましたので紹介します。 

    

役 名 氏  名 

会 長 兵頭 敏和 

副会長 蛭谷 豊美 

清家 教伸 

高平 吉德 

伊勢本正市 

酒井 將臣 

部 長 

松浦  栄 

班 長 各部落の各組長

【 三島自治会 】 【 町有林管理組合 】

役 名 氏  名 

会 長 兵頭 敏和 

副会長 蛭谷 豊美 

顧 問 葛川 熊夫 

会 計 伊勢本正市 

監 事 松浦  栄 
 

役 名 氏  名 

組 合 長 清家  茂 

副組合長 兵頭 敏和 

会  計 高平 吉德 

監  事 酒井 將臣 
 

小 

松 

蛭
谷 

豊
美 

区
長 

広 

見 

清
家 

教
伸 

区
長 

下
大
野 

高
平 

吉
德 

区
長 

兵
頭 

敏
和 自

治
会
長 

川 

上 
松
浦 

 

栄 

区
長 

久 

保 

酒
井 

將
臣 

区
長 

延 

川 

伊
勢
本
正
市 

区
長 

清
家 

茂 

町
有
林
管
理
組
合
長 

瀧谷 繁勝 

新会長 

松原 和雄 

前会長 



行事の報告・予定 

－ 5 月 － 
 

15 日（土）自主防災対策連絡会 
      18：00～ 
  
 

26 日（水）戸祇の子学級   
      開講式 

13：15～ 
三島小学校 
 

      
27 日（木）公民館運営審議会 

      19：00～ 

 

－ 6 月 － 
       
 

6 日（日）一般レクバレー大会 
       8：30～ 

三島小学校 
 

7 日（月）パソコン教室 
    以降毎週火曜、木曜 
    計 8 回実施予定 
     19：00～ 
 

 
祝・祭日には国旗を 

立てましょう。 
 

 

 
発 行 者 

鬼北町小松 1523 
三 島 公 民 館 
電話：48-0111 
FAX：48-0303 

 
公民館だよりは、下記のア
ドレスにアクセスすれば、
カラーでご覧になれます。 

 
鬼北町ホームページ 

アドレス http//www.town. 
    kihoku. ehime.jp/ 

 

        

嫁
ぐ
日
、「
も
う
三
島
で
過
ご
せ
る
事
は
な
い
だ

ろ
う
な
…
」
と
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
…
い
つ
の

間
に
か
三
島
で
過
ご
し
た
日
々
よ
り
長
い
年
月
が 

今
月
は
四
月
の
異
動
で
小
松
保
育
所
に
所
長
と
し
て

着
任
さ
れ
た
三
浦
先
生
（小
松
部
落
出
身
・
現
宇
和
島
市

在
住
）
に
、
ふ
る
さ
と
で
仕
事
を
す
る
喜
び
と
、
三
島
地

区
に
対
す
る
思
い
を
執
筆
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
父
母
は
こ
の
世
を
去
り 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

我
が
愛
し
の
三
島 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

う
一
度
、
ふ
る
さ
と
の
温
か
さ
の
中
で
、「
四
季
を

感
じ
な
が
ら
過
ご
せ
る
」
と
い
う
喜
び
と
期
待
で

一
杯
の
私
で
す
。
未
熟
者
で
す
が
大
好
き
な
「
三

島
」
で
所
長
と
し
て
ス
タ
ー
ト
が
出
来
る
事
に
不

思
議
な
縁
を
感
じ
、
小
松
保
育
所
二
十
六
名
の
子

ど
も
達
に
自
分
の
幼
い
頃
の
姿
を
重
ね
「
元
気
い

っ
ぱ
い
の
三
島
っ
子
」
と
し
て
健
や
か
に
育
っ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
・
ご
支
援
の
下
、
保
護
者
の
方
々
と
共
に

「
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切
に
し
た
保
育
」
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

ま
し
た
が
、
事
あ
る
ご
と
に
兄
夫
婦
や
親
戚
を
訪 

ね
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
た
「
三
島
」
。 

四
月
の
異
動
で
小
松
保
育
所
勤
務
と
な
り
、
も 

お
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
「
子
ど
も
達
」
の
元

気
な
姿
を
見
に
、
小
松
保
育
所
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

 
 

      

ご
寄
附
の
お
礼 

 

三
島
自
治
会
・
三
島
公
民
館
主
催
事
業
へ
、
次

の
方
か
ら
御
芳
志
を
頂
き
ま
し
た
。 

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 二
月 

十
七
日 

野
地 

正
惠
さ
ん 

（
川 

上
） 

三
月 

 

九
日 

松
浦 

孝
行
さ
ん 

（
下
大
野
） 

三
月 

十
一
日 

葛
川 

勝
美
さ
ん 

（
川 

上
） 

四
月
二
十
二
日 

野
地 

 

惠
さ
ん 

（
川 

上
） 

五
月 

 

七
日 

松
本
不
二
夫
さ
ん 

（
広  

見
） 

五
月 

 

十
日  

森
野
ク
ニ
ヱ
さ
ん 

(

川 

上) 

リ
レ
ー 

エ
ッ
セ
イ 

小松保育所 

三浦 久世 所長 
№30 

第 1 回 館長杯 
クロッケー大会 

試 合 結 果  
開催日：4 月 15 日 

 

順 位 チーム名

優 勝 小 松Ｂ 

準優勝 川 上Ａ 

3 位 川 上Ｂ 

4 位 延 川Ａ 

5 位 下大野Ａ




